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令和４年第３回函館市教育委員会定例会 会議録 

１ 日  時 令和４年（２０２２年）３月２５日（金） 午後１時３０分 

２ 場  所 市役所本庁舎８階第２会議室 

３ 出 席 者 辻教育長，藤井委員，小葉松委員，須田委員，神田委員 

４ 欠 席 者  

５ 事 務 局 川村生涯学習部長，永澤学校教育部長，吉本生涯学習部次長， 

横川教育政策推進室長，渡邊管理課長 

６ 傍 聴 者 ０人 

７ 付議事項  

日程第１ 

 

日程第２ 

 

日程第３ 

 

日程第４ 

 

日程第５ 

 

日程第６ 

日程第７ 

日程第８ 

 

日程第９ 

 

日程第10 

 

日程第11 

 

日程第12 

 

日程第13 

日程第14 

議案第１号 

 

議案第２号 

 

議案第３号 

 

議案第４号 

 

議案第５号 

 

議案第６号 

議案第７号 

議案第８号 

 

議案第９号 

 

報告第１号 

 

報告第２号 

 

報告第３号 

 

報告第４号 

協議第１号 

函館市立学校の施設の開放に関する規則の一部改正に関し，議決 

を求めることについて 

押印を求める手続の見直し等のための関係規則の整備に関する規 

則の制定に関し，議決を求めることについて 

函館市立学校職員服務規程の一部改正に関し，議決を求めること 

について 

函館市いじめ防止対策審議会委員の委嘱に関し，議決を求めるこ 

とについて 

函館市スポーツ推進委員の委嘱に関し，議決を求めることについ 

て 

教育財産の設定に関し，議決を求めることについて 

教育財産の廃止に関し，議決を求めることについて 

函館市立臼尻小学校の敷地の変更に関し，議決を求めることにつ 

いて 

（仮称）総合ミュージアムの整備にあたっての基本的な考え方 

（たたき台）に関し，議決を求めることについて 

令和４（２０２２）年度公益財団法人函館市文化・スポーツ振興 

財団事業計画の報告について 

令和４（２０２２）年度一般財団法人函館市学校給食会事業計画 

の報告について 

「不登校およびその傾向がみられる児童生徒への対策～一人ひと 

りにより添った支援の充実のために～」について 

学級閉鎖期間中に見守りが必要な子どもの居場所について 

教育委員会臨時会のあり方および資料のペーパーレス化について 

■辻教育長 

○ 開会宣言  午後１時３０分 
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○ 議事録署名人に，藤井委員，小葉松委員を選任。 

○ 本日の日程のうち，日程第９，議案第９号「（仮称）総合ミュージアムの整備にあたっ

ての基本的な考え方（たたき台）に関し，議決を求めることについて」を「非公開」とし

たいが，いかがか。 

○ 異議がないので，「非公開」とさせていただく。 

○ それでは，日程第１，議案第１号「函館市立学校の施設の開放に関する規則の一部改正

に関し，議決を求めることについて」を諮る。 

 

■生涯学習部長 

○ 議案第１号「函館市立学校の施設の開放に関する規則の一部改正に関し，議決を求める

ことについて」説明する。このたびの改正は，函館市学校設置条例の一部改正に伴い，規

定を整備するものである。改正内容は，開放校の一覧となっている別表から学校再編によ

り統合となる「石崎小学校」を削り，「東小学校」を「銭亀沢小学校」に改め，同じく統

合となる「大船小学校」を削り，「磨光小学校」を「南茅部小学校」に改めるものであ

る。なお，この規則の施行期日は，令和４年４月１日とするものである。 

 

■辻教育長 

○ 議案第１号について何かあるか。 

（意見なし） 

■辻教育長 

○ 議案第１号については，原案のとおり決定する。 

○ 次に，日程第２，議案第２号「押印を求める手続の見直し等のための関係規則の整理に

関する規則の制定に関し，議決を求めることについて」を諮る。 

 

■生涯学習部長 

○ 議案第２号「押印を求める手続の見直し等のための関係規則の整理に関する規則の制定

に関し，議決を求めることについて」説明する。国において行っている，デジタル時代に

向けた規制・制度等の見直しの一環として，地方公共団体に対して，行政手続における押

印等を積極的に見直すよう要請があったところである。函館市においては，申請時の負担

軽減，業務の効率化のため，市に提出される申請書等への押印を原則廃止することとした
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ところであり，教育委員会としても，申請者等からの押印を原則廃止するため，議案に記

載の第１条第１号から第８号までの規則，第２条および第３条の規則の様式を改正しよう

とするものである。なお，この規則の施行期日は，令和４年４月１日とするものである。 

 

■辻教育長 

○ 議案第２号について何かあるか。 

（意見なし） 

■辻教育長 

○ 議案第２号については，原案のとおり決定する。 

○ 次に，日程第３，議案第３号「函館市立学校職員服務規程の一部改正に関し，議決を求

めることについて」を諮る。 

 

■学校教育部長 

○ 議案第３号「函館市立学校職員服務規程の一部改正に関し，議決を求めることについ

て」説明する。このたびの改正は，国が推進する押印見直しの取組に基づき，各種事務手

続きにかかる提出書類の押印を廃止するため，主に別記様式を改めることが趣旨である。

改正の内容であるが，第６条第２項につきましては，旅行命令簿の確認印を廃止するた

め，文言の整理をするものである。第７条の２および別記第９号様式の６については，こ

の規定の前提となる学校管理規則の標記に合わせ，文言を整理するものである。別記第５

号様式，別記第６号様式，別記第７号様式，別記第９号様式，別記第９号様式の２，別記

第９号様式の４，別記第１０号様式の２，別記第１１号様式，別記第１３号様式，別記第

１３号様式の２，別記第１３号様式３，別記第１３号様式の５，別記第１４号様式，別記

第１４号様式の２，別記第１５号様式，別記第１７号様式，別記第１８号様式，別記第 19

号様式，別記第２０号様式および別記第２１号様式については，押印を必要としていた

が，これを廃止するよう整備するものである。同様に，別記第９号様式の７，別記第１０

号様式，別記第１３号様式の４については，職員の押印を必要とする欄をそれぞれ削除す

る。別記第１６号様式については，氏名の自署および押印を必要としていたが，これを自

署のみに変えるものである。なお，この訓令の施行期日は，令和４年４月１日とするもの

である。 
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■辻教育長 

○ 議案第３号について何かあるか。 

（意見なし） 

■辻教育長 

○ 議案第３号については，原案のとおり決定する。 

○ 次に，日程第４，議案第４号「函館市いじめ防止対策審議会委員の委嘱に関し，議決を

求めることについて」を諮る。 

 

■学校教育部長 

○ 議案第４号「函館市いじめ防止対策審議会委員の委嘱に関し，議決を求めることについ

て」説明する。委員の任期満了に伴い，佐々木理之氏ほか１２名を，令和４年４月１日か

ら令和６年３月３１日まで委嘱しようとするものである。公募委員については，２名募集

していたが，１名の応募しかなかったので，残りの１名の再公募を予定している。函館市

いじめ防止対策審議会条例第３条において，委員の定数は１５人以内とされており，定数

は満たしていることを申し添える。 

 

■辻教育長 

○ 議案第４号について何かあるか。 

（意見なし） 

■辻教育長 

○ 議案第４号については，原案のとおり決定する。 

○ 次に，日程第５，議案第５号「函館市スポーツ推進委員の委嘱に関し，議決を求めるこ

とについて」を諮る。 

 

■生涯学習部長 

○ 議案第５号「函館市スポーツ推進委員の委嘱に関し，議決を求めることについて」説明

する。委員の任期満了に伴い，池上收氏ほか５３名を，令和４年４月１日から令和６年３

月３１日まで委嘱しようとするものである。 
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■辻教育長 

○ 議案第４号について何かあるか。 

（意見なし） 

■辻教育長 

○ 議案第５号については，原案のとおり決定する。 

○ 次に，日程第６，議案第６号「教育財産の設定に関し，議決を求めることについて」を

諮る。 

 

■生涯学習部長 

○ 議案第６号「教育財産の設定に関し，議決を求めることについて」説明する。このたび

の設定は，来年度，史跡大船遺跡史跡外駐車場整備の土木工事に着手するために行うもの

である。 

 （議案資料「位置図」を用いて設定財産について説明） 

  なお，令和４年度中の供用開始に向けて，乗用車２４台，バス３台程度の駐車場を設

け，史跡大船遺跡の見学者の利便性と安全性の向上が図られる予定である。 

 

■辻教育長 

○ 議案第６号について何かあるか。 

（意見なし） 

■辻教育長 

○ 議案第５号については，原案のとおり決定する。 

○ 次に，日程第７，議案第７号「教育財産の廃止に関し，議決を求めることについて」を

諮る。 

 

■生涯学習部長 

○ 議案第７号「教育財産の廃止に関し，議決を求めることについて」説明する。本件は，

令和３年５月１４日付けで取得した千代台公園庭球場整備用地において，この度，テニス

コートを８面増設するための土木工事が完成し，４月１日から函館市都市公園条例に基づ

く千代台公園庭球場として供用を開始することから，公園用地の所管である函館市土木部

に引き継ぐため，教育財産を廃止しようとするものである。 
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（議案資料（図面）を用いて廃止財産について説明） 

  現在，千代台公園および公園内の運動施設は，函館市土木部から事務委任を受けて管理

しているが，今後は，この度整備した土地を含めた公園用地を，スポーツ振興のために管

理していく予定である。 

 

■辻教育長 

○ 議案第７号について何かあるか。 

（意見なし） 

■辻教育長 

○ 議案第７号については，原案のとおり決定する。 

○ 次に，日程第８，議案第８号「函館市臼尻小学校の敷地の変更に関し，議決を求めるこ

とについて」を諮る。 

 

■生涯学習部長 

○ 議案第８号「函館市臼尻小学校の敷地の変更に関し，議決を求めることについて」説明

する。現在の現在の臼尻小学校の敷地は，所在地が「臼尻町」，地番が「５９５番地１の

うち」，地目が「宅地」，地積が「２４，０６９.４１㎡」となっている。 

（議案資料（図面）を用いて敷地変更の内容について説明） 

  北海道開発局で施行する臼尻漁港臨港道路の整備により，交差する箇所の改修が実施さ

れる市道臼尻小学校２号線の道路敷地として利用するため，地番「５９５番１のうち」 

 ３８．４４㎡を南茅部支所へ所管替えしようとするものである。この結果，変更後の臼尻

小学校の地積は，２４，０３０.９７㎡となる。なお，臼尻小学校については，本年３月 

 ３１日をもって閉校することとなっている。 

 

■辻教育長 

○ 議案第８号について何かあるか。 

（意見なし） 

■辻教育長 

○ 議案第８号については，原案のとおり決定する。 
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○ 次に，日程第９，議案第９号「（仮称）総合ミュージアムの整備にあたっての基本的な

考え方（たたき台）に関し，議決を求めることについて」を諮る。 

   （非公開につき，会議録省略） 

 

■辻教育長 

○ 議案第９号については，原案のとおり決定する。 

○ 次に，日程第１０，報告第１号「令和４（２０２２）年度公益財団法人函館市文化・ス

ポーツ振興財団事業計画の報告について」報告を求める。 

 

■生涯学習部長 

○ 報告第１号「令和４（２０２２）年度公益財団法人函館市文化・スポーツ振興財団事業

計画の報告について」であるが，「公益目的事業」の「文化の振興に関する事業」につい

ては，１ページから４ページに記載のとおりである。「公益目的事業」の「スポーツの振

興に関する事業」については，５ページから６ページに記載のとおりとなっている。「収

益事業等」については，６ページから７ページに記載のとおりとなっている。収支予算書

であるが，ただいま説明した事業を行うための収支予算が，８ページから１３ページに記

載のとおり計上されている。なお，本件については，当該財団が，市の１００％出資団体

であることから，地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき，市議会２月定例会で

報告を行っている。 

 

■辻教育長 

○ 報告第１号について，何かあるか。 

（意見なし） 

■辻教育長 

○ 次に，日程第１１，報告第２号「令和４（２０２２）年度一般財団法人函館市学校給食

会事業計画の報告について」報告を求める。 

 

■学校教育部長 

○ 報告第２号「令和４（２０２２）年度一般財団法人函館市学校給食会事業計画の報告に

ついて」，まず，令和４年度の事業計画であるが，例年と同様に，学校給食用物資の安定

供給に関する事業，学校給食用物資の安全確保および衛生管理に関する事業ならびに学校
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給食に関する調査研究を行うとしている。次に収支予算書であるが，ただいま説明した事

業を行うために収支予算が記載のとおり計上されている。なお，本件については，学校給

食会が市の１００％出資団体であることから，地方自治法第２４３条の３第２項の規定に

基づき，市議会２月定例会で報告を行っている。 

 

■辻教育長 

○ 報告第２号について，何かあるか。 

（意見なし） 

■辻教育長 

○ 次に，日程第１２，報告第３号「「不登校およびその傾向がみられる児童生徒への対策

～一人ひとりにより添った支援の充実のために～」について」報告を求める。 

 

■学校教育部長 

○ 報告第３号「不登校およびその傾向がみられる児童生徒への対策～一人ひとりにより添

った支援の充実のために～」の概要について説明する。本市における不登校の割合は，

年々増加傾向にあり，特に新型コロナウイルス感染症拡大後は，その傾向が顕著になって

いる。また，各学校には一人に一台の学習用端末が整備され，不登校および不登校傾向が

見られる児童生徒への支援のあり方も変化してきている。そのため，本市における不登校

に対する対策を改めて整備し，各学校に示すことにより，それぞれの取組の充実を図るこ

とを目的として，今回，冊子としてとりまとめたものである。具体的には，４ページから

記載しているが，各学校においては，「未然防止」，「初期対応」，「自立支援」の３つ

の取組を行うとともに，教育委員会においては，「不登校防止対策の推進」，「教員研修

の充実」，「ＩＣＴを活用した学習支援システムの利用」，「教育相談，相談窓口の開

設」，「適応指導教室，相談指導学級の開設等」の５つの支援を行うものである。また，

９ページからは資料編として，「基本的な対応例」や「ＩＣＴを活用した学習支援」など

について，参考資料を掲載している。最終２３ページには，相談窓口等を掲載している。

今後，今年度中に各学校に周知を図るとともに，市ホームページにて公表する予定であ

る。 

 

■辻教育長 

○ 報告第３号について，何かあるか。 
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（意見なし） 

■辻教育長 

○ 次に，日程第１３，報告第４号「学級閉鎖期間中に見守りが必要な子どもの居場所につ

いて」報告を求める。 

 

■学校教育部長 

○ 報告第４号「学級閉鎖期間中に見守りが必要な子どもの居場所について」報告する。本

件については，新型コロナウイルス感染症に関して，児童生徒の感染が確認された際の学

級閉鎖については，現在，北海道の基準により，５日間を基本とし，感染拡大の防止に努

めている。また，学級閉鎖中においては，少年団活動や習い事，学童保育所や児童館の利

用を自粛してもらうとともに，各家庭で児童生徒の健康観察に努めていただくようお願い

している。その一方で，仕事を休めず，児童の面倒を見る人もいない家庭もあり，見守り

が必要な子どもの居場所を確保することが課題となっていた。このたび，一人で過ごさな

ければならない低学年児童の安全を確保する必要があると判断し，教育委員会と市の子ど

も未来部が連携し，学校内での受入れを決めたところであり，３月８日から対応してい

る。対象児童については，原則小学校１年生から３年生までとし，抗原検査やＰＣＲ検査

で陰性が確認された児童としている。受入場所については，当該児童が通う小学校の教室

等を活用している。受入時間については，８時から１７時までのうち，見守りが必要な時

間での受入れを基本とするが，１７時以後においても可能な限り対応することとしてい

る。保護者からの相談窓口は，子ども未来部にある「子どもなんでも相談１１０番」とし

ており，児童の受入にかかる学校側の窓口は教頭が行うとしている。なお，児童の受入時

には，保護者による送迎，学習用具や弁当・水筒を持参することとしている。３月８日以

降，３月２３日までの受入状況は，延べ３名の児童を受入れている。 

 

■辻教育長 

○ 報告第４号について，何かあるか。 

（意見なし） 

■辻教育長 

○ これで，報告事項を終了する。 

○ 次に，日程第 14，協議第１号「教育委員会臨時会のあり方および資料のペーパーレス化

について」協議に入る前に生涯学習部長から説明を求める。 
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■生涯学習部長 

○ 協議第１号「教育委員会臨時会のあり方および資料のペーパーレス化について」説明す

る。まず，教育委員会の臨時会のあり方についてであるが，函館市教育委員会臨時会は，

報告事項を主な内容としており，最近では，新型コロナウイルス感染症による臨時休業措

置の実施など，委員の皆様への情報提供要素が強いものとなっていることから，教育委員

会臨時会のあり方について見直したく，協議をお願いするものである。「（１）現状」で

あるが，函館市教育委員会では，会議招集の暇がない場合において，議決事件について

は，委員の皆様に個別に伺い，意見，同意を求める，いわゆる持ち回りにより事件の決定

をしており，報告事件については，委員の皆様に電話連絡の上，臨時会報告事項として，

資料を電子メールで送付している。次に，「（２）教育委員会の会議のあり方」である

が，教育委員会は，合議制の機関であり，会議において，複数の委員が交互に，自由，率

直に意見を交換し合うことによって，正しい意思決定を導き出すことが期待されているも

のであるとともに，人事に関する事件その他の事件を除き，会議は原則公開することとさ

れている。以上のことを踏まえ，「（３）今後の対応」であるが，いわゆる持ち回り等に

よる臨時会事件の取扱いを次のとおりとしたいと考えている。議決事件については，基本

的に定例会で取り扱り，会議招集の暇があるときには臨時会を招集することとし，教職員

や事務局職員に係る人事に関する事件や予算などの市議会の議決を経るべき事件など，会

議招集の暇がないものについては，これまでと同様の取扱いとしたいと考えている。報告

事件については，これまで臨時会事件として取り扱っていたものを，委員の皆様への参考

資料配付に扱いを変更し，事件の趣旨等をこれまで連絡用として使用している電子メール

でお知らせしたいと考えている。資料については，共有フォルダに格納し，委員の皆様に

は，タブレット端末から閲覧していただこうと考えている。なお，タブレット端末導入ま

での間は，連絡用としている電子メールに資料を添付のうえ送信し，重要な事件について

は，これまでと同様に個別に電話等により説明させていただきたいと考えている。配付し

た資料については，事件名や件数などを直後の定例会において報告するとともに，必要に

応じ，その後の経過などを報告したいと考えている。 

○ 次に「２ 資料のペーパーレス化」についてであるが，令和３年第２回教育委員会定例

会において，タブレット端末を活用したペーパーレス化について決定しているが，タブレ

ット端末の導入については，令和４年５月の定例会からとし，導入後には，議案，参考資

料等については，原則，紙での配付を廃止したいと考えている。資料のイメージ図のとお

り，具体的には，委員の皆様にタブレット端末を配付し，タブレット端末から共有フォル

ダにアクセスし，議案や先程説明した参考資料等を閲覧するという運用を想定している。

なお，導入する端末は，市立小中学校の児童生徒が使用しているタブレット端末の後継モ
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デルの機種にしたいと考えており，操作方法などは，導入時に改めて説明したいと考えて

いる。 

 

■辻教育長 

○ ただいまの説明も踏まえ，何かあるか。 

 

■藤井委員 

○ 学校もＩＣＴ化が進んでいるので，賛成である。 

 

■辻教育長 

○ ほか，何かあるか。 

（意見なし） 

■辻教育長 

○ これで，協議事項を終了する。 

 

■終了宣言 

○ 午後２時４５分 

 

議事録署名人  藤 井 壽 夫 

〃     小葉松 洋 子 

 

調製者庶務係  中 田 壮 研 

 


